















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2０ ‘ Ｍ（ 1５ 
粗国内貯蓄０ハⅡⅡＭＭＩ！１０ 
ｗｖ 
０ ５０５１５２５３５４５５５６５７５８５９６０６１６２６３６４６５６６６７６８６９７０７１７２７３７４７５７６７７７８７９８０８１８２８３８４８５８６ 
１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１’’’’１ｌｌＩｌＩＩＩＩＩＩｌ 
５１５２５３５４５５５６５７５８５９６０６１６２６３６４６５６６６７６８６９７０７１７２７３７４７５７６７７７８７９８０８１８２８３８４８５８６８７ 
出所：ＧＯＩ［1987］ｐｐＳ－１０～1１
エ業停滞論争と70年代後半のインド経済の転換３７
（市場問題）が停滞の原因であるとする見解も，その後のインド経済のパ
フォーマンスを見るかぎり十分な説明力を備えているとは思えない。現時
点から振り返ってふると，「供給不足」論も「需要不足」論も長期にわた
るインド経済の停滞説明仮説としてはともに不十分であることが明らかに
なったと言えよう。
この理論的ディレンマは何処から生じたのであろうか？またこのディ
レンマからの出口はどこにあるのであろうか？ラクシットの提示したア
プローチは問題解決の方向を示唆しているように思われる。問題は論者の
多くが，そしてまたインドの経済開発戦略の理論的枠組が，７０年代後半に
おける現実の進展の中でルイス＝ロストウ的開発理論の基礎を成している
ハロッドードーマー的成長理論の枠組からついに脱却できなかった点に見
出せる(8)。高貯蓄・高投資と低成長の謎をめぐる議論の大半は，経済成長
と投資率・貯蓄率および限界資本産出高比率との一義的な関係を暗黙のう
ちに前提し，この理論的枠組の中で停滞を説明しようとしているが，この
こと自体に大きな無理がある。ラクシットの指摘をまつまでもなく，イン
ド経済の開発戦略として市場メカニズムを前提した集計的アプローチに基
く理論的枠組が限界をもち，しばしば大きな誤りを生糸だすことは明らか
であろう。ある部門で供給不足が生じ，同時に他の部門で需要不足が生じ
るような経済システム下での経済発展問題は市場メカニズムを前提とした
集計的アプローチでは解決できない。問題はむしろ経済発展に対してこの
ような「経済システム」がどのような役割を果たしているかという点を分
析することであり，したがってまた「構造」と「制度」を変数に組糸込ん
だ開発戦略の策定が要請されていると言えよう(9)。
(1)非常事態体制下での「新経済プログラム」は，土地改革，農村負債の解消等
を盛り込んだ20項目経済綱領（２０pointprogramme）を中心として，ブラッ
ク・マネーの取り締まり等による物価対策，労働者のストライキ禁止，公務
員・国営企業労働者の綱紀粛正，貿易政策・産業政策の自由化を主内容とする
ものである（日印調査委員会［1975］：大内［1980］参照)。
3８ 
(2)Nurkse［1953］：Lewis［1955］Ｃｈ５：Rostow［1960]･ルイスは「インド
のような国は年に国民所得の４～５％を投資にあてている」「インドが生活水
準を１％上げるためには現在の投資率をほぼ２倍にしなければならないであろ
う」（pp207-208）と記し，またロストウは「離陸（take-ofD」の定義の中心
に「生産的投資率が国民所得（もしくはＮＮＰ)の５％ないしそれ以下から10％
以上に上昇すること」を据え，インドを「離陸の初期段階」にある社会として
位過づけ，また「インドの努力は国比生産という観点から事前的に規定された
離陸の最初のものとして経済史上記憶されるであろう」（p､４５）と述べている。
(3)貯蓄行動に関する分析としてその後，Shanta［1982］：Pandit［1984］：
Rubin［1986］がでた。
(4)「匿名氏」による指摘がある（Charvaka［1981])。
(5)「パヅカ」とは「しっかりした’固い，確かな｣，一方「カッチャ」は「い
いかげんな，ゆるい，柔らかい」といった意味であり，パッカ・ハウスといえ
ば石・煉瓦・セメント造りの家，カッチャ・ハウスといえば泥造りの家のこと
である。
(6)その後拡充されて単行本として刊行された（Raｏ［1983])。
(7)資本産出高比率をめぐる議論はラオの研究をもって噺矢とするが，その後こ
の問題は低生産性をめぐる議論の一環として多くの研究者の注目を集め，現在
では膨大な研究リストを形成している。この問題の検討は他日を期すしかない
が，さしあたって目についたものだけを挙げておく。Shankar[1981］：Ranga‐
rajan［1982卯Goldar［1983］：Ｒａｍａｎａ［1984］：Ｒａｊ［1984］：Ahluwalia
［1985］Ｃｈ７：Vyasulu［1987]。
(8)ルイス＝ロストウ仮説がハロツドードーマー・モデルを基礎にして成立し
ていることの理論的矛盾については，周知のようにミントの鋭い批判がある
（Myint［1964］Ｃｈ６)。
(9)インドの「社会主義型社会」経済システムの概要と特徴については，絵所
［1988]で素描した。様々なミクロの規制システムを考慮することなく，マクロ
経済政策の有効性を論ずることには明らかに限界がある。
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